
仕事上の必要でLED電球を自社開発
　公益財団法人日本デザイン振興会が主催する今年
度のグッドデザイン賞は、秋田県では過去最高となる
14件の受賞となった。
　秋田市の有限会社サイカツ建設が応募したLED電球

〈Super Noise Less/Natural Color Harmony〉もそ
の一つで、電子機器としては県内初の受賞製品である。
　サイカツ建設はホテル関係の仕事を得意とし、秋田
市内や東北各地の都市ホテルの内装工事やメンテナ
ンスなどを手がけている。昨今はLED照明が普及しつ
つあるが、ホテルなどでの間接照明に適したLED電球
はほとんどなく、それなら自分たちでつくってしまお
うと考えたのがLED電球開発のきっかけだった。

大手メーカー品より優れた性能を発揮
　電子部品製造の新屋工業株式会社（秋田市）との協力の
もと、平成21年からLED電球の製品化に着手。量産して
販売するのではなく、自社の取引先のホテルなどに使っ
てもらう戦略的ツールにしようという思惑であった。
　LED電球はそれ自体が電子機器であり、ノイズを発
生させてしまう。製品にもよるが強いノイズを発生す
るLED電球はペースメーカーや電磁波アレルギーの
ある人には悪影響を及ぼすおそれもある。

　サイカツ建設が開発したLED電球は、間接照明に
適した構造であるだけではなく、ノイズが極めて少
ないというのが大きな特長。そのため、従来は不可能
だった医療機関でのLED電球の導入も、この製品で
あれば可能というスペックになっている。

助言を得てグッドデザイン賞を受賞
　ノイズが少ないということと、電球色と白色の２
種類の発光素子を組み合わせて演色性を高めた点が
グッドデザイン賞の受賞要素になった。
　グッドデザイン賞に応募しようと思い立ったの
は、あきた産業デザイン支援センター主催の講演会
で同賞の話を聞いたのがきっかけで、実際の応募に
あたっても、インターネット上でのオンライン応募
の方法などに相談に乗ってもらった。２種類の電球
を応募するうち、一つは医療機関向けと謳うことに
したのもセンターの助言によるもので、今回はこの
タイプが受賞している。
　今後は、本業である建設業を引き続き主軸に据え
つつ、有機ELなどにも目を向けて新しい照明の開発
に力を入れていきたいという。

仕事上必要な資材がどこにも売っていないのなら自分でつ
くってしまえという精神で、建設会社がLED電球を自社で開
発、製品化にまでこぎ着けた。高機能が評価されて今年度の
グッドデザイン賞を受賞した。

有限会社サイカツ建設

伝統的工芸品をはじめとする県内製造業を対象に、産業デザイン・
製品開発・マーケティング等について専門的な助言を行います。ま
た、「あきた産業デザイン協議会」と連携し、県内企業への産業デザ
インの導入を促進します。
［制度の利用・お問い合わせについて］
あきた企業活性化センター／あきた産業デザイン支援センターまで。

グッドデザイン賞
トロフィーと

受賞製品。

1 グッドデザイン賞の賞状を持つ齊藤
勝俊社長。

2 賞状に記された受賞者名。
3 グッドデザイン賞を受賞したLED電

球〈Super Noise Less / Natural 
Color Harmony〉（受賞したのは手前
のタイプ）。

4 実用新案は平成24年12月に取得して
いる。
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秋田県秋田市仁井田本町二丁目22-20
Tel.018-839-5037 Fax.018-839-8458
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自社開発の高機能LED電球で
グッドデザイン賞を受賞

あきた産業デザイン支援センター事業

長い曲げわっぱ職人人生を過ごし、そろそろ引退も考える年齢
になったが、腕試しのつもりで、あきた産業デザイン支援セン
ターの後押しで応募した今年度のグッドデザイン賞。見事受賞
して手づくりへのこだわりが評価された。

九嶋曲物工芸

今年度のグッドデザイン賞を受賞した
曲げわっぱ製品
〈木の葉弁当〉。

〒018-3501 
秋田県大館市岩瀬字大柳88
Tel. 0186-54-2183　
Fax. 0186-54-2166　

伝統工芸でグッドデザイン賞受賞
現代に通用する技と証明される

あきた産業デザイン支援センター事業

事業の解説

1 2 3 4

あきた産業デザイン支援センター事業
伝統的工芸品をはじめとする県内製造業を対象に、産業デザイン・
製品開発・マーケティング等について専門的な助言を行います。ま
た、「あきた産業デザイン協議会」と連携し、県内企業への産業デザ
インの導入を促進します。
［制度の利用・お問い合わせについて］
あきた企業活性化センター／あきた産業デザイン支援センターまで。

1 九嶋さんは曲げの技法による茶道
具づくりを得意としている。手づく
りにこだわる九嶋さんの曲げわっ
ぱは仕上げの丁寧さも定評。

2 60年あまり、曲物工芸一筋の一級技
能士九嶋郁夫さん。

3 工房では九嶋さんと奥さんが分業
で作業をする。近年は工房で途中ま
でつくり、デパートで仕上げて売る
実演販売の手法をとってきた。

4 工房には仕上げを待つ半製品がた
くさん。

事業の解説

1 2 3 4

あきた産業デザイン支援センター事業

）（センター活用事例 ）（センター活用事例

昔の職人気質で手づくりにこだわる
　曲げわっぱと言えば、言わずと知れた秋田県大館市
の伝統工芸品であるが、旧田代町の特産品でもあり、
かつて旧田代町岩瀬（現大館市岩瀬）には多くの曲げ
わっぱ職人がいた。しかし現在は九嶋郁夫さんの工房

「九嶋曲物工芸」のみになった。
　この道一筋60年の九嶋さんは手づくりにこだわ
り、指で触っても引っかかりのないような滑らかな手
触りの曲げわっぱづくりを続けている。

丁寧な仕事と工夫が評価を得る
　今年度のグッドデザイン賞では、秋田県内４社５
点の曲げわっぱ製品が受賞した。そのうちの１点が
九嶋さんの出品した〈木の葉弁当〉だ。
　曲げわっぱの弁当箱は人気商品で、多くの工房が
手がけているが、九嶋さんの〈木の葉弁当〉は、蓋を深
くして気密性と保温性を高めた工夫と、普段使いの
品としての手入れのしやすさ、全体の美しい造形な
どが高い評価を得た。
　曲げわっぱの業界でも以前からグッドデザイン賞
を受賞する製品が出始めていて、九嶋さんも自分の
作品で挑戦してみたい思いはあったが、手続き方法

などが分からなかったため、あきた産業デザイン支
援センターに相談をしてみた。センターからは、手続
き方法を教えてもらったほか、応募申込書に記入す
る文言まで具体的にアドバイスを受けた。
　〈木の葉弁当〉は、受賞を機にこれから売り出して
いくつもりでいる。手づくりにこだわるため月産で
最大20個から30個程度の生産になり、売価は１万
円前後を予定している。

集大成になったグッドデザイン賞受賞
　九嶋さんは元々、曲げの技法による茶道具づくり
を得意とする職人さんで、この分野の第一人者であ
る。しかし最近では茶道具に限らず幅広い曲げわっ
ぱ製品を製作している。店舗を持っていないため、
もっぱら消費地のデパートなどで実演販売をしてい
るが、地元では「たしろ温泉ユップラ」の売店で展示
販売している。
　年齢的なこともあって引退も考え始めていた矢先
だったが、グッドデザイン賞のお墨付きを得て、しば
らくは忙しい日々になりそうだ。

※3日前が土・日・祝日の場合はその前日までとなります。なお事前のお申し込みは開設日当日の相談
を効率的に行うためのものであり、事前のお申し込みがなくても当日のご相談は可能です( ICT=Information and Communication Technologyの略。「情報通信技術」と訳される）

BICAkita 2013.12 BICAkita 2013.1204 05




